第１回大阪府学校教育審議会工業教育部会（概要）
日　　時：令和４年５月11日（水）午前10時00分～午前11時40分
場　　所：委員会議室（大阪府庁別館６階）
出席委員：川田裕部会長、丸岡俊之委員、伊藤真吾委員、北野優子委員、中野靖弘委員
審議内容等：
(1)部会長職務代理者の選出
部会長が、職務代理者に丸岡委員を指名した。
(2)諮問内容の説明
「今後の工業系高等学校のあり方について」諮問内容を説明した。
(3)審議等
「第1回大阪府学校教育審議会　工業教育部会　資料」に基づき、事務局から説明。
その後、以下のとおり審議が行われた。
川田部会長：それでは、工業系高校の役割とあり方や、工業系高校における教育内容の充実と人材育成の具体的な審議に入っていきたいと思います。

工業系高校の現状やこれまでの取り組みを踏まえて、今後の審議を深めていくためにどのような観点からでも結構ですので、それぞれの委員の専門的な見地からのご意見をいただければと思います。

本日初回ということでございますので、10分程度で1人ずつご意見をお願いしたいと思います。
それでは丸岡委員の方からお願いします。

丸岡委員：今現状につきましてのご説明を事務局から頂戴したわけですけれども、なかなか工業を取り巻く状況は厳しくなっています。特に平成30年ぐらいからの受験者減少が非常に著しいということです。今実際に全国的にどのくらい工業の生徒が高校生全体に占有している割合があるのかと見ておりますと、文科省の調べでは、全国平均はだいたい7.3％ぐらいの占有がありました。今日の資料では志願者の状況からのデータ（令和4年：3.24％）しかありませんでしたが、大阪の置かれている状況の厳しさを本当に感じております。

そういった中で、まず工業教育としての役割をこれから議論するわけですけども、役割を議論する上で、私は外したくないというところは大きく2点あると思っています。
一つ、これはもう、学校教育そのものの目的と全く同じだと思うのですが、工業の卒業生が実際に社会の中で役割をどう果たしていくかという観点で、人材として世に出していこうという観点があると思うわけです。出口の特に就職状況においては、私もいくつかの学校の学校運営協議会に参加させていただく中で、第1次の合格率は非常に高いということです。今から20年ぐらい前の学校現場で一次の合格は厳しく、二次三次とやってやっと合格していたという状況から考えると、今は非常に高校生の就職状況が良い状況で、しかも求人数も多いという事で、社会からは高く求められております。ただ求められているのだけれども、それに応ずる数が追いついてないという現状があるのではないかと思っております。そういう中でいかにその役割として果たしていくかということがまず一つあると思います。
もう一つは、教育の中身として、そこにいる生徒そのものをどう育てるかという観点だと思います。

15歳からの若い世代におけるものづくりの教育というものが、必要あるのかないのか、という議論はいつもあるのですが、私は必要があると思います。手先を動かして物を作っていくという中で、人作りをしていこうと進めてきた工業教育は、教育の役割としての重さを持っていると思います。そう考えどのように子供たちを育てていくかということになると思うのですが、工業の場合は、今日の資料の中でも、令和の日本型教育のお話が出ており、個別最適なその教育をどう提供するかということを言っておりますけれども、まさに工業のカリキュラムは、そういうことができる教育であると私は思います。PBLの教材の検討も進められているようですけれども、特にこの課題研究という科目がある中で、子供たちが同じテーブルで議論をして意見交換しながら、ものづくりというテーマを中心に、自分たちの考えていることを、意見を出し合いながら作り上げていくという教育は人間教育でもあるし、子供たちが頭の中で考えるのではなくて手を動かしながら、意見を交換しながら作るというこの教育のありようというのは、工業独特の教育力を持っていると思います。

そのような意味でこの二つ、社会に対してどう役割を果たしていくかという観点と、教育そのものにおいて人間教育というか子供を育てていける力を工業が持っているということが、工業の強みではないかと私は思っております。

その辺を中心に議論が進められた上で、厳しい状況でありますけども、今後どのように役割を果たしていくかというところで、まとまっていけばと思っているところです。

以上でございます。
川田部会長：それでは引き続きまして伊藤委員の方からお願いします。

伊藤委員：私は企業として出席しておりますので、ざっくばらんに企業の意見を申し上げたいと思いますが、私どもメーカーにとっては、丸岡先生が今おっしゃったように、とにかく卒業後、企業に来ていただきたいです。工業系の生徒さんをなかなか充足できないというのが現状でありまして、私どもの会社の全従業員数は約5000人ですが、いわゆる総合職を採用がだいたい80人、90人です。工業高校、高校出られた方の採用というのが同じく80人から90人ぐらいというところですが、いよいよ高校生の採用というのは厳しくなってきています。

私の会社の大きな事業所で言うと福井県の敦賀、愛知県の犬山、宇都宮等々なんですが、非常に採用が厳しいです。本当に金の卵と言いますか、そういう意味で言いますと、できるだけ工業高校の方に志望していただきたいし、就職者数が増えるというのが、願いではありますね。人が足りずに工場を回せないっていうのは、これはありえませんので。本当に死活問題になってきているなというところです。

ただ先ほどの現状の資料、課題見せていただきますと、非常に難しい問題だなと思いますのは、この少子化が循環的なものじゃない、これからもずっと進んでいくという中で、何かこう抜本的な対策をしないと、5年先10年先15年先を見通して、あまり軽々しく言えませんが、企業で言うところの構造改革的なことをせざるを得ないのか、非常にここは難しいと思うのですが、小手先ではなかなかいかないのではという感覚は持ちました。

そういう構造改革の中で人モノお金を集中させるというような政策も必要なのかなという気がいたしました。これはあまり軽々しく言うと申し訳ないことかもしれませんが、ざっくばらんにということで、話をさせていただきました。

企業として工業高校に求めるものは、先ほどのものづくり、人づくり、これは当然のことなのですが、もう少し絞って申しますと、企業の正直な気持ちとしては、やはり安全意識、あと品質意識。これの徹底をお願いしたいということですね。加えて、当然ながら働く意欲ですね、働くことの尊さ。この辺りの教育を徹底してお願いしたいと思っております。

当然技術技能を保持しているに越したことはないのですが、それより今申し上げた意識の徹底もお願いしたいです。私どもメーカーは、決して入社していただいたら使い捨てみたいなことはしませんので。企業としてじっくりと大事に育てていきますので、まずは先ほど申し上げたようなところをぜひ徹底をお願いしたいというのが私どもの思いでございます。

以上でございます。
川田部会長：それでは引き続きまして北野委員の方からご意見いただきたいと思います。
北野委員：私は国ですとか地方自治体からの事業受託をしまして、企業や、学校・求職者の方の支援をしている立場でお話をさせていただきたいと思います。今伊藤先生におっしゃっていただいたように、どちらかというと企業様の声を聞くことが多いです。企業様はぜひ高校生を採用したいとたくさんおっしゃってくださるのですが、大手の企業様でもなかなか採用しにくいという状況で、大阪府内の中小企業様については、もっと厳しいということで、今皆様たくさん高校生を採用するためのセミナーですとかコンサルなどを受けていただいております。

なかなかその高校生を採用するためのハードルが高いというのは皆さんご存知なのですが、やっぱり18歳で採用すれば、大学生が入ってくるまでの4年間のうちにさらに技術や知識など教え込むことができるということで、本当に金の卵とおっしゃっていただいておりますので、工業高校の教育に関しては、重要視しているということで聞いております。

ただ最近に関しましては、やはり工業高校の生徒さんは金の卵ということもありましてなかなか採用できないので、もう普通科の生徒でいいです、あとは入ってから4年間大学生と同じように育てます、ということでおっしゃっていただいております。企業様は本当に困っていらっしゃるので、より実践的なスキル、技術や知識を持った生徒さんに来ていただきたいっていうのはどこの企業さんもおっしゃるので、ぜひそこについては、工業高校としての教育のあり方についてはこれからも社会に出てから使える教育を進めていただきたいなと思っておりますし、伊藤先生がおっしゃってくださったようなことは、まさに企業様もつい最近のセミナーでもおっしゃっていました。まずは意識的なところを、高校生のうちからちゃんと身につけてほしいというお話をいただいております。

もし今後、企業様ですとか実際に保護者の方とお話する機会がありましたら、私共の方でも、ぜひいろんなデータなどの提供も検討したいと思いますので、ぜひご相談いただければと思います。

川田部会長：それでは引き続きまして中野委員の方からよろしくお願いします。
中野委員：長年、工業教育に携わってきた者として自分の考えも含めまして、お話できればと思っています。

2006年に、経済産業省から「多様な人々と仕事をしていく上で必要な基礎的な力という概念」が出されました。その中に三つの能力が出てくるのですが、「前に踏み出す力」、一歩前に踏み出し失敗しても粘り強く取り組む力、これが一つ目です。二つ目が「疑問を持ち、考え抜く力」。三つ目が「多様な人々と共に目標に向けて協力する力」です。私はこの三つを見た時に、工業高校の各校でやっている実習についてですが、40人学級の場合だったら10人ずつ、4班に分かれて、毎週違うことを学びます。山本五十六の言葉がありますが「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」ですが、実習では、担当の先生が、「やってみせ、させてみせ」というような感じで指導されます。まさに工業高校での実技実習というのはこういうものだと思っています。そうすると、仕事をする上で基礎的な力っていうのはやっぱり工業高校でやっぱり培われているのではと私は思っています。そういう面で、工業高校の今後の役割は、私は有ると思っています。

一方、教育行政から見ますと、普通高校と工業高校の運営費の面から見ると1.5倍工業高校の方がお金かかるわけですね。工業高校2校分のお金で、普通高校なら3校分建つ。これが教育行政から見た財政面での判断だと思います。しかし、長い目で日本の国を支えていく、あるいは日本の国として、どういうふうに元気のある国を作るか、そのためにはやっぱり教育というものが大事だと思います。

やはり普通高校で勉強した人と、工業高校で勉強した人の違いはあります。この辺は企業の人は良く理解されると思うのです。私が思うのは、高校に入り、さあ卒業後の進路を考えていくときに、就職か進学かというわけですね。しかし私は次元が少し違うと思います。中学校の段階で言えば、就職か進学か、就職するのであれば工業高校、進学するのであれば普通高校とこういうふうに、もうその時点で意識が出来てしまっています。

先ほど抜本的な改革と言っておられましたけれども、客観的なデータで説明しますと、東京都が2019年に工業高校に関するニーズ調査やっておられます。その結果が、東京都の「高度IT社会の工業高校に関する有識者会議」で報告されていました。2019年12月25日付でみずほ情報総研株式会社が公開し、これはネットで見られます。「あなたが高校を選ぶときに重視することは何ですか？」という質問に対し、１番目は自分の学力、２番目には学校の校風やイメージ、3番目には通学距離、4番目には部活動、５番目には進学に有利、6番目には家族のすすめ、という順番です。次に、「あなたは進学する高校を選ぶとき誰のアドバイスや意見をどれだけ参考にしますか？」という質問に対し、１番目は学校説明会での情報、2番目は家族、3番目は先生とになっております。次に「あなたが中学校卒業後の進路を考えるときに工業高校への進学は進路の候補選択肢に入りますか？」という質問に対し、選択肢の一つであると答えたのが中学生本人では25.3％、保護者は28.2%しかいないのです。逆に、選択肢にならないと答えた中学生は69.1%、保護者は69.3%あるのです。つまり7割は選択肢にはないのです。次に、「あなたが工業高校への進学を中学卒業の卒業後の進路の選択肢の一つとならない考える理由は何ですか？」との質問に対し、１番目は工業高校がどんな勉強するか知らない、それが中学生は58.8%、保護者は20.8%です。保護者は大分理解されています。2番目は国語と数学の力をつけたいから、という回答が中学生で37％、保護者で32.6%です。３番目には、工業高校の校風についてイメージが良くないとなっており、割合は中学生が21.4%、保護者は22.9%となっております。

ところが、入ってから工業高校はどうですか聞くと、満足している子が多いのです。6割から7割、そしてこれからの世の中に役立つ進んだ勉強も教えてほしいと言っています。満足度が高いのです。

そうすると、工業高校という学校を見てもらわないと、選択肢の一つとして見てもらえないと、いくら設備を充実したとしても、これはつぎ込んだお金がなかなか有効に活用されてないことになります。予算の投入について、この予算は無駄ではないですよ。この投資は工業高校の充実のためには、無駄な投資ではないですよ。日本の将来産業を支える一つの大きな力ですよ。というこのような考え方も持って進めていただきたいなあ。そう私は思っております。

それから、工業高校でも進学できますよというような言い方では十分に伝わりません。私が一つの案として考えたのは、総合募集という選抜を府立はされています。機械、電気とか決めないで、1年生の間は工業の基本を学ばされていますが「工業高校にはもっとこんな魅力がありますよ」というような説明するならば、先ほどのアンケートの話で「国語、数学の力をつけたいから普通高校を選ぶ」と考える生徒がいるということだから、入学時の1年間は国語、数学についての基礎的な力を普通高校と同じようにみっちりつけさせますよ、2年3年時からはそれらの知識を活かしながら専門教育を身につけさせますよ。それが結果として進学に有利に働いてきますよと言うことが大事ではと考えます。ですから、川田先生と以前話したことがあるのですが、工業高校から入った学生が、ついてきてくれさえすれば、習ったことの応用編になるので、工業高校での勉強が役に立って、積極的にやってくれるという良い面があると。そういう良い面が活かせるのは工業高校である。というような、普通高校にも負けない取組みをする必要があるのではないかと思います。

以上でございます。
川田部会長：具体的な数値を上げて大変わかりやすい説明ありがとうございました。

それでは私の意見を述べさせて頂きます。現在、私がよく付き合う中堅企業では、大学から理系学生が入らない。工業高校からも入らないということで事業を拡大するのは無理であると考えてるといった話をよく聞きます。これは日本の成長にとっては、著しい障害だと考えます。人材面から衰退していけば、本当に日本の工業立国としての基盤がなくなってしまうのではないかと危惧しております。その原因をいろいろ考えていくと、原因の一つに、現在文科省がSTEM教育やSTEAM教育と言っていますが、小学校中学校高校においてEのエンジニアリング（工学）に関してほとんど教育されていないのではないでしょうか。工業高校としては、中学校までの教育が重要ですが、エンジニアリングの部分が非常に弱いという気がしております。一部の私立中学ではSTEAM教育を目玉として推進し始めています。そのエンジニアリング教育をどう実行するかと考えるときに、結局適任者がいない、中学の教職を持っている先生がたはエンジニアリングについて知らないという面もあります。その辺に関しては、構造的な問題があるというふうに感じております。そこで、企業の退職者で非常にやる気のある人で、会社ではずいぶん深い知識や技術を獲得したけれども、それを発揮するところがないと思っている人などを必要なところに投入できたらいいのですけれど、現在はそのような道は無いように思います。教員免許を持ってないと教えてはいけないという話も聞かれ、非常に矛盾しているような気がしています。このあたりは変えていく必要があるのではないかと思います。

次に、先ほど中野先生が言われたように、私は大阪工業大学で機械科の教授をしていたときにPBLの導入を推進しその立ち上げにいろいろ試行をしました。機械工学の知識を活用してホーバークラフト、風力発電装置、電気自動車、エンジン、等について1年間かけて設計、製作、組み立て、運転をさせて性能を競うという授業でチームは1班6名としました。我々が何年かやって気付いたのは、工業高校出身者や学生プロジェクト（人力飛行機、ソーラーカー、NHKロボコンなど）に所属している学生を必ずチームの中に1人は入れないと失敗するということです。普通高校出身者だけのチームではポイントが分かっていないので迷走してしまいます。そういうチームの中でスケジュール管理に苦労しながらいろいろ教え合い協力して進めるという、その過程が本当に学生の成長に重要であると実感しております。

それからもう一つ私の経験について話します。以前大阪府のもの作りコンソーシアムに参加し、その中で大学進学コースを作るのに協力させてもらいました。それまでの工業高校からの入学生は1年目で苦労しており中には脱落する者もでます。しかし2年目から機械工作実習が始まって元気になり、3年目からは実験やPBL授業でさらに元気になって、それで大学院に進学するという学生が多く出ます。その1年目の脱落者を減らそうと考えたのが大学進学コースです。私の研究室にも大学院に進んだ学生の中には工科高校出身者がおり、結構良い企業に就職していくという経験がありました。それが何故なのかと考えてみると、やはり目的意識が明確だと言うことだと思います。普通高校では自分の進路に関して目的意識が薄いため、ついアルバイトの方に精を出すという面がありますが、工科高校の卒業生は最初に数学とか英語で苦労しますが、ぶれないので卒業時には中堅から上位ぐらいのところに位置する学生も多くいます。やはり工科高校の生徒は非常に伸び代があるという点は大変重要な部分だと思います。

私は三菱重工の研究所にいたのですが、工業系の高校で入ってきた人々が担う役割としては研究開発、開発実験のメンバーとして働くことが多いです。その中で一番重要なのは技術の伝承です。この層が経験を積んで技術の非常に根幹的な伝承の部分を受け持っており、トラブル未然や安全活動で中心的な役割も負っています。ですからこの層が細ってくると企業はトラブルで大変な損失を抱える可能性も出てくるということになります。従って日本産業の弱体化がどんどん進むのではないかということを心配しております。

私の所属する常翔学園は二つの高校を持っていますが、それらの高校はクラス数をどんどん増やしています。現状では教室が足りないという話も聞きます。何故公立と私立こんなに違うか言うと、今補助金で学費が変わらないような制度になっております。特に私立の高校はお金かけて立派な校舎を建てています。綺麗な校舎で充実した教育環境下で授業を受けます。全員タブレットを持って、教員の質問に対して瞬時にその答えが教員の手元のiPADに表示され、その結果を見るだけで理解の程度が分かるといった授業もやっています。教育は見てくれだけではないとはわかっていますが、やはり受験生に魅力的に映るという点は否定できないというように思います。この辺は大きな話なので簡単には解消できません。大学の場合は学費の差がはっきりありますが高校の場合はこれがないので圧倒的に府立の高校は不利というように個人的には思っております。

それからやはり先ほど意見にありましたように、工科高校は広報的なアピールがかなり不足していると思っております。工科高校では先生方の中学校訪問や生徒を招いて見学会などのイベントをやられています。やはり教員の時間的な制約や資金面でこの種のアピールが足りていないのではと思っています。私が工学部長時代に大阪工業大学で工作・実験フェアというイベントを始めました。これは将来の工学を担う小学生に工学に親しんでもらい底辺を拡大するという狙いで始めました。工学部ですから各学科の先生方に簡単にできる工作や実験のテーマを出して貰いそれを集めて夏休み後半の1日で開催しました。そうすると今の小学生の保護者は夏休みの宿題を片付けるのが大問題で、非常に多くの人が来ました。初めは40ぐらいのテーマで1000人位が来れば良いと思っていたら3000人ぐらい来ました。その後だんだん口コミで広まって、コロナの前には保護者と小学生の子供さんが1日7000人来ました。観察すると小学生は誰もが目を輝かせて工作や実験に取り組んでいました。何故か中学に入ったら工学的な興味とは疎遠になってしまうようです。従って高校の選択時にはそういった興味を満たすことが出来る工業系といった選択肢が殆ど消えてしまうということになります。やはり工科高校が連携して小中学生向けにそういったイベントを行うなどをすれば、夏休みの後半ぐらいならかなりの人が集まって来てくれると思います。どうやったら工科高校を強くできるかというのは重要な課題だと思っていますので、今後またこれについては、考えたことを話したいと思います。
もっとご意見をお聞きしてよろしいですかね。フリーディスカッションで、そしたら今のいろいろなご意見の中で、言いたいことがありましたら、お願いしたいと思います。

丸岡委員：委員の皆さんのいろんな意見を伺いながら、いろんな課題認識の角度があり、大事な企業のご意見も改めて聞かせていただいて、気持ちを強くさせていただいたところです。最初にも申し上げたように、出口の部分で求められるものが強いものがあるわけで、逆にそこに応えていく教育ということになってくると思います。私が思うのは、確かに今、技術が非常に高度化している。大分前に入った装置があって、どうしても陳腐化すると、もっと先端技術の方を入れないと、とこういう話がありますけれども、それはそれで必要だと思いますけれども、そこで教えるのは当然教員が教えているわけですから、教員の技術力という問題も当然出てくると思います。また、改めてこの時点で、工業で教える教育の中身ということについて、もう一度どういう子供を育てていこうとしているのかということをしっかり押さえた上で、カリキュラムを作っていくべきではないかと思っています。前の学習指導要領では基礎基本ということがよく出てきましたけれども、今回新しく出た中では工業の見方考え方という言葉がよく出ており技術の伝承ということもおっしゃっていただいたのですが、今その部分についても、できるだけ技術や技能を情報化することが大切と国も言っており、加えて付加価値の高いものづくりについても考え、今の工業のカリキュラムのどこでそれをしっかり担保していくということの、コアになる部分をしっかり作るべきではないかと思います。

やっぱり基礎教育をするような教育の内容をしっかり固めていくべきで、あれもあるこれもあるということで、もうもうなかなか定まらないではなくて、しっかり軸になるところを定めてやっていくことがこれから非常に大事であると私は思っております。
川田部会長：それでは伊藤先生、いかがでしょうか。
伊藤委員：まだまだ高校教育については素人ですので皆さんのご意見を聞いて本当に参考になりました。一つ思いましたのが、工業高校希望者を増やすというような観点でいきますと、工業高校の魅力というのをいかに伝えるかということが先ほど出ていましたが、それと別の視点で、実際工業高校に入学して、如何に素晴らしい後のキャリアになったか、要はロールモデルですね。この工業高校に行きました、この企業に行きました、この企業でこういう状況になっています、という素晴らしい先輩方のロールモデルをお見せするというのも何か一つの策ではないのかなという気がしました。私からは以上です。
川田部会長：それでは北野委員の方からもし何かございましたら。
北野委員：ありがとうございます。私も教育に関してはもう全くの素人ですので、先生方のお話聞いてとても勉強させていただいております。

私は唯一の女性でありますので、その女性的な観点から言うと、私は高校の先生がたとのお付き合いで工科高校に見学に行くなどいろいろさせていただきましたが、やはり女性の生徒さんはとても少ないです。小学生のは、男女問わずものづくりってとっても楽しいものだっていうのを理解していたはずなのですけれども、なんとなく中学高校と進んでいくと、工業高校は男の人が行くところ、というイメージが、今でも女性の高校生とかは思っているのかなと。

また川田先生おっしゃっていただいたように、やっぱりそのトイレが今一つ、教室の環境が今一つ、というのは女性が高校を選ぶ中ではすごくポイントになってくるかなと思います。今、求職者の支援をやっていて感じるのですけれども、女性でもものづくりをしたいという方は結構いらっしゃいます。でも今までそういう環境がなかったから、できなかった。ただ、大人になって一からやるっていうのは難しいので、ぜひ子供のうちからそういう機会をたくさん与えていただけると非常にいいかなと思いました。
川田部会長：中野先生、いかがでしょうか。
中野委員：事務局から示された資料で、11ページに、平成28年度から令和３年にかけて公立の受入比率が低下する現象、それから13ページ、平成30年度より工業系高校の志願者数は減少傾向。こう書いてあるのですがその理由はどうなのだろうかと思ったのです。今後の府立高校のあり方の答申というのがありまして、それの５ページです。下から５行目に、このように、公立中学校の卒業者数が年々減少する中、府立高校における学区制の撤廃や選抜制度の変更、私立高校授業料無償化の制度の導入・拡充が行われたことや、各校の特色について理解が十分浸透しなかったことなどを背景に、とこういうふうに書いてあります。その欄外の注釈には、平成27年度までは前期・後期に時期を分けて選抜していたが、平成28年度からは後期に選抜を一本化して実施、と書かれています。やはりこれによって少し影響が出ているのではないかなと。思います。川田先生もおっしゃったのですが、実業教育協会の会員である私立の工業系高校の専願が増えているそうです。ある学校では1.5倍、専願で取ったそうです。教室が入らないぐらいになり、それで来年度は少し入学定員を考えないと施設が追いつかないのではという状態らしいです。

そうすると今、選抜制度の事を申しましたけれども、受験生は、早く自分の進路を決めたいわけですね。私立の授業料も無償化になりましたので、11月ぐらいに決まったら、もう一般選抜を受けなくても済みますよね。

そうなると、気持ちの上でそっちの方に行ってしまうということです。

ですから、学校を作っても、中学生を送ってもらえなかったら、どうしようもありませんので、この辺のことについて教育行政側として、投資に見合うように選抜方法も工夫をしていただけたら有難いな、ということを思ったわけです。

以上でございます。
川田部会長：どうもありがとうございました。このほかまだ何か言い足りないことがございましたら、お願いしたいと思いますけどいかがでしょうか。

私は先ほど伊藤委員が言われたロールモデルは非常に重要だと思います。この工業高校を出て、それからこの企業に就職した。その生徒は今、その一流企業でどんなことをやっているのかということを、色々な記事でもっともっと発信すればいいなと思うのですが、なかなか追跡調査は難しいのでしょうか。
丸岡委員：それは可能だと思います。進路指導をして、継続採用いただいている企業さんのところには、学校からも訪問するなどしていますので。
以前には、教育委員会が主導してビデオを作成したこともあります。そこではおっしゃったように、女性の方も含めて、今活躍しているということを発信する作品にするため協力していただいたことはあります。ただ、パンフレットをまず開いたときに、卒業生がどう頑張っているのか、そういうところをもう少し見えるように発信していくことが大事だと思います。
川田部会長：工業系の大学では女性の比率をどうやって上げるかいうのは大きな問題ですが難問です。芝浦工業大学の前 村上学長がものすごく熱心に推進されていました。一つにはトイレの話がありましたけれども、教員にも女性を採用する、女性の志願者に対しては色々な優遇策を打ち出すなど、もう考えられるあらゆることをやっていたようです。その結果、元々10％台だった女子学生の比率が20数％まで上がったという事を聞きました。もっと上の30％を目標にされていたと思いますが。やはりそういったことをある程度手を尽くしながら進めざるを得ないかなというふうに考えています。

また、工業系高校に対しては一般的な印象としては残念ながら暗いとか。女性が少なくってちょっと硬いなという印象もあるのですが、そういった所を何とか改善できればいいなというふうに思っております。
川田部会長：他に何かご意見はありますでしょうか。
伊藤委員：先ほど申し上げたロールモデルというのは各企業が女性活躍を推進するにおいてですね、よく意識するところでございます。そういう意味で言いますと、今川田先生、北野先生がおっしゃったその女性活躍の観点というのも非常に重要かなという気がします。企業としても、工業高校を出た女性を採用するというのは、今増えてきていると思います。というのは、今申し上げるのは、遅ればせながらですが、私どもがようやく女性活躍の中で女性の優秀さに気付いたわけですよね。総合職であれ一般職であれ、今まで就くことのなかった種類の業務に就いた場合に、女性の優秀さというのがもうみんなわかってきたと。

その点と、もう一つは、男だけの男性だけの職場というのはどうしてもまだ発想がもう偏りがちであったりしますが、そこに女性が入ることによって発想が豊かになったりとか、職場の雰囲気が良くなったりとか、そういうメリットが実際に体現できています。そういう意味で女性がどんどんの工業高校に入っていただければ、企業も卒業生を、就職の志望者を採用しますので、そういう意味で女性活躍ということも一つの視点としてあるのかなという気がいたしました。

以上です。
川田部会長：今高校の中の生徒のあの女性の割合はどのぐらいなのでしょうか。かなり少ないのではと思いますが。10%程度ですか。

淀川工科高校はブラスバンドが有名であそこは女性が多いですよね。
丸岡委員：そうです。クラブの関係で一定来ております。工業をやりたいということで来てくれている生徒もいると思うのですが、やはりその他の特色ということで来ているところとか、また設置されている学科によって、例えばデザインとかを魅力に感じて入学しているところもあると思います。

私も皆さまがおっしゃったように、女子とか女性に活躍していただく場を提供し、どんどんしていくってのは工業でも大事で、企業の方がいらっしゃる中で失礼ですけれども、当然物事を開発したり企画したりするということを、どうしてもこれまでは男性中心でやってきたと思いますが、実際消費しているのは半分女性で、物を買うときに買うか買わないかの意思決定をするのはだいたい７割から７割５分が女性というデータが出ていることを考えると、男性も女性もスクランブルしながら意見交換して、いいアイディアを取っていくということを、教育の現場でも行っていく、そういうところにすることは非常に大事な視点であろうと思います。

それからもう一点。企業で活躍された方を、学校現場にお呼びするのには免許状の関係の壁があると。確かにその通りなのですが、一つの工夫としては特別非常勤講師という手法もあると思います。ですので、これはまた事務局とも相談していただきながら、そういうような方が、工業の現場で、技術を提供していただくということは、考えられるかなと思いますね。
川田部会長：最近企業では定年以降に管理職経験者や特殊技術を持っている人を簡単には外に出さなくなってしまった。それでもやはり定年というものはありますので、そういう人をもっと工科高校で活用できれば幅が広がるのではないかと思います。私の経験ですが、企業で特別技能士だった方がおられ企業推薦で高専に務めていた先生に定年時にお願いしてもの作りセンターに来てもらいました。工作技能のレベルが全然違うということでみんな驚いていました。そのような技術的な刺激といいますか、そういうものを与える意味でも、今ご発言のあった特別非常勤講師という制度があるのであれば、有効に活用すべきではないかと思います。
それではだいたい時間になりました。委員の皆様から非常に多様な角度からのご意見が出されたと思います。本当に貴重なご意見をありがとうございました。

事務局におかれましては、本日の意見を踏まえて、次回以降の審議のご準備を進めていただくようにお願いしたいと思います。

それではこれで、本日予定の議題の方は終了となりますけれども、その他何かございましたらお願いしたいと思います。
ないようですので、本日はこれにして終了したいと思います。

本当に委員の皆様方には進行にご協力いただきまして、ありがとうございました。
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